



















































































































の記事であるが、次の記事は百二十年以上も後の 灝 二十 年（一八二四）の記事である。さらに次の記事は尚育王元年（一八三五） 、次の記事は尚泰王元年（一八四八）で、その後はほぼ毎年のように尚泰王十六年（一八六三）まで続く。そ 後、十 をおいて尚泰王二十六年（一八七三） ・二十七年（一八七四）の記事が記されて『球陽』の雨乞い 終わっている。尚泰王代にこれほど多くの雨乞いの記事が記されていることをふまえれば、琉球における旱魃が尚貞王二十八年以前にはなかっ
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たとは考えられない。また、尚貞王二十八年から尚灝王二十一年まで百二十年以上もの間、旱魃がなかっ も にくい。 『球陽』の雨乞い儀礼の叙述が、 正確であるかは相当に疑わしい
（２）
。実際に、 『琉














　「順治康煕王命書文」 に記された順治十二年の雨乞い儀礼は、 まず国王が 「各処官民等」 に 「山川諸神」
（地方の御嶽等に祀られている神々）に対して「禱雨」させたこと、それとともに「龍王殿」 （上天妃廟にある）に「按司一員」を派遣して「告禱」させたこと、 「首里人」に「聞得大君御殿并三平等前」（聞得大君御殿と三平 之大あむしられの殿内）に赴かせて祈らせたこと、 また「久米村人」には「龍王殿」で朝夕「念経」させ、 「龍王」を「龍舟」に乗せて豊見城に往き、 「壇上」 （豊見城城内の豊見瀬嶽か）に「龍王」を奉納したことが記されている。この「王命書文」が記す雨乞い儀礼については、『球陽』や『琉球国由来記』記事、尚家文書の「雨乞日記」 「雨乞御代参日記」にも記されており、この時代から既に同様の儀礼が行われていたことが分かる貴重な記事である。また、康煕三十三年の記事は、国王が弁ヶ嶽と雨乞嶽に行幸して雨乞いの儀式を行ったことを記した記事である。これも、 『球陽』や『琉球国由来記』記事、 「雨乞御代参日記」等に記されている と重なる記述である。　
ところで、 『球陽』が記した最初の雨乞い儀礼の記事は、以下である。これは「順治康煕王命書文」















































































































































































































































































である。おもろ主取等が「御唄」を謡う場面は、 「御座且御庭」 （王城下庫裡と御庭） 、国王が行幸する「知念斎場・玉城雨粒・雨乞之御嶽・弁之御嶽」だと記している。②は、三平等之大あむしられが「御崇」 （オタカベ）を行う御城内の祭場を記した記事。前述した『球陽』１６３３では、 「王城御火鉢前並びに各嶽」とだけ記されていたが、 『琉球国由来記』では「各嶽」にあたる部分が巻五「４御内原ノマモノ内ノ御嶽」から「
13アカタ御ヂヤウノ御嶽」までの御城内の御嶽であると理解されるか。
また、 「御崇」は三平等之大あむしられによって行われることが分かる。③④は、 『球陽』１６３３とも対応するが、 『球陽』に記される役人の参拝の記述がない。⑤⑥は、 『球陽』１６３３にはみられない雨乞い儀礼である。⑤⑥の記事がいずれも「大旱之時」とあるよ に、これが通例の雨乞い儀礼では効果がなく、レベルをあげた雨乞い儀礼であることが推測される。また、 「雨乞ノ嶽」の儀礼には、首里根神あむしられも参加することが分か ⑨は久米村人、那覇役人等がかかわる い儀礼で、『球陽』１６３３にもでる。 『球陽』との違いをいえば、 『琉球国由来記』には豊見城の具体的な御嶽が記されているが、竜王殿・天尊廟での雨乞い儀礼の様子等は記されていない。⑨の「附」は久米村人、那覇役人等がかかわる雨乞い儀礼とは別に、 ロ を中心とする豊見城の雨乞い儀礼であり興味深い。ノロ等の雨乞 は、村落の雨乞いに繋がる儀礼であり、ここに王府の雨乞 儀礼と村落の雨乞い儀礼の不連続が垣間見られる貴重な記事である。⑩は知念間切城内友利之嶽、サイハノ嶽、大川、玉城間切雨粒天次、アイハンタ嶽で国王行幸による雨乞い を記した記事であ 。この記事も『
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陽』１６３３には記されていない。これも、⑥の記事を参考にすれば、弁ヶ嶽・雨乞嶽での国王行幸による雨乞い儀礼よりも、一段と深刻になった旱魃 もとに行われた雨乞い儀礼であることが想像される。〈Ⅲ．尚家文書「雨乞日記」 「雨乞御代参日記」の雨乞い記事〉　尚家文書（那覇市歴史博物館所蔵）には、 「雨乞日記」 「雨乞御代参日記」と題される文書がある。










日記、同第四七七号は、 「同治十二年癸酉七月」 （一八七三）の七月十八日より二十日日までの日記、同第四七八号は、 「同治十二年癸酉閏六月
　
日本明治六年」 （一八七三） 「二月両度」にわたって行わ
れた雨乞い儀礼の「結願」日記（内題「酉二月雨乞御結願日記」 ） 、同第四七九号は、 「同治二年癸亥六月吉日
　
日本文久三年」 （一八六三）に行われた「結願」日記で、前年の七月・八月に行われた雨
乞い儀礼の「結願」日記（内題 戌七月同八月雨乞御結願日記」 ）である。第四八○号は「雨乞御代参日記」 （内題「雨乞御代参公事
　





故代参になったのかは不明である。なお、 第四八○号には 「 之御嶽御座構之図」 があり貴重である。　『球陽』の記事との関連をいえば、第四七六号が尚泰王十三年（一八六○）２０９０の記事と対応していると思われる。しかし、第四七六号は 期間が十一 三日から五日の三 間であるのに対して、 『球陽』は七月二十五日から二十七日の三 間とあり期間が異なっている。ただし、第四七六号には 「前以雨降御取止相成候事」 と朱書きされており、 中止になった雨乞い記事である。そのため 、
『球陽』は七月の儀礼だけを記載したと考えられるが、 それにしても第四七六号の記事が「一此程然々雨降不申、諸物作り時節を後可申与奉存候間、先例之通 乞被仰付度旨、日撰書取添（以下、省略） 」としか記しておらず、 『球陽』が記す七月の雨乞いをまったく記していない。十一月 計画された雨
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乞いが、七月に行われた雨乞いと連動しないのであれば理解できるが、そうでなければ第四七六号の記事にそれが記されてもよさそうである。 かし、その記載がない。また 七月の雨乞いを実施しても効果があらわれないために行われた雨乞いであるなら、レベルをあげた雨乞い儀礼に ってよさそうであるが、 「先例之通雨乞」とあり正確にいえば『球陽』記事と第四七六号の記事との合理的な理解が難しい。第四七九号は、 『球陽』 尚泰王十六年 （一八六三） ２１４９の記事と対応する。ただし、 『球陽』には「結願」の儀礼がいつ行われたのか記されて ないが、第四七九号にはそれが六月十八日午之時であることが記されている。興味深い点は、 『球陽』２１４８の記事にはこの年の十二月五日から七日にかけて雨乞いを行ったが効果があらわれず、再び二 二日から二十 日にわたって雨乞いを行ったことが記されていることである。王府はこの時期には、立願と結願と う雨乞い儀礼を幾度も行ってい のである。 『球陽』に 載される雨乞 記事 特に尚泰王元 四八 から尚泰王十六年（一八六三）まで、毎年のように雨 あった とは前述し が、立願をすれば原則として結願を行うわけで、王府は一年の内に幾度も にかか る儀礼を行って たこと 想像される。　
第四七七号・第四七八号と『球陽』２２６６・２２６７・２２６８の記事との対応は、まさにそれを
示す。第四七七号は『球陽』２２６８「本年、 七月・十月・十一月の三次雩す」 記されるうちの「七月」の雨乞い儀礼と対応する日記 ある。 『球陽』からは、この年に三度も いが行われたと うことになる。その一度目の「雨乞 」が、第四七七号である そして、第四七八号は『球陽』２２６７
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と対応する日記である。これは閏六月に行われた結願儀礼の記事であるが、 『球陽』２２６６の記事によれば、この年の二月に二度（二月三日から五日と二十五日から二十七日）行われた雨乞い祈願に対する結願にあた 記事 つまりは、一八七三年は少なくとも二月に二度と七月・十月・十一月に雨乞い儀礼が り、閏六月に結願儀礼があったというこ に る。 『球陽』には立願に対応する結願儀礼をいちいち記していないと思われるが、王府が行った雨乞い は、年によっては幾度も行われていたのではな か。なお 第四八○号が記す国 代参による 対応する『球陽』記事は、見あたらない。　
尚家文書「雨乞日記」 「雨乞御代参日記」のうち、近世期末期の王府の雨乞い儀礼の当日の様子が
具体的に分かるのは、第四七七号「雨乞日記」と第四八○号「雨乞御 日記」である。第四七七号は、大きく前半と後半の二つからなる日記であ 。前半は、雨乞い儀式が行われる御城・聞得大君御殿・首里殿内・真壁殿内・儀保殿内・龍王堂・天尊堂で 儀式前日までの準備を記した記事、後半は儀式が行われる場所の当日の式次第が書かれた資料 後 の一つ目は 「御城ニ而啓健（初日）より満散（最終日）迄三日共、御規式之次第」 、二つ目は「聞得大君御殿・首里殿内・真壁殿内・儀輔殿内ニ而啓健より満散 御規式之次第」 、 三つ目は「龍王堂・天尊堂御勤之次第」である。 「雨乞御代参日記」は、これも大きく二つからなり、 「弁之御嶽、雨乞之御嶽参詣 名代并御城・聞得大君御殿・そのひやふ・首里殿内・真壁殿内・儀輔殿内・龍王堂・天尊堂ニ而雨乞付、前日之公事」と
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同「当日之公事」である。第四七七号との関係をいえば、 「雨乞御代参日記」の「弁之御嶽、雨乞之御嶽」 、あるいは「そのひやふ」や「魚小堀爬龍舟」の儀礼は、第四七七号には記されていない。詳細は資料に実際にあたっていただくとして、三平等之大あむしられた等の神女やおもろ主取等に焦点をあてて、式の概要を箇条書き的に記す。御城 聞得大君御殿 については、 「雨乞御代参日記」の記事も一部補いながら示す。 また、 弁ヶ嶽、 雨乞嶽、 そのひゃぶ嶽や魚小堀爬龍舟の雨乞い儀礼は、 「雨乞御代参日記」によって 示す。ただし、不分明な箇所があり、推測によって記した部分がある。　
はじめに、第四七七号の「御城ニ而啓健より満散迄三日共、御規式之次第」によって、首里城での





































参上すると、御拝人数が揃ったことを勢頭から聞得大君御殿の御座敷御物大親に伝え、御物大親からあくしたれ（聞得大君御殿の女大親か、あるいは火鉢あむしたれ ことか）が取り次ぎ、聞得大君に尊聞する。附、これは三日とも同じである。（コ）三平等之大あむしられ、掟之あむしられ、佐事之あむしられ等（以上、神女）が、御城内拾御前とそのひゃぶ嶽・国中城でオタカベを済ませ、聞得大君御殿に参上して、総ての人数が揃うと、聞得大君御殿 御物大親に伝え、それをあむしたれ（ くしたれに同じか）が取り次いで、聞得大君に申し上げる。（サ）三平等之大あむしられ等が、聞得大君御殿の御すじ之御前、御火鉢之御前でのオタカベを済ませると、聞得大君御殿の御庭での勤めがあること が御物大親に伝え、それを勢頭に伝えると、すぐに御拝人数は御庭に出て、それぞれ位階に応じて御庭の左右に別れて着座する。御取次親雲上から御 じ之 前へ焼香をする御拝 伝えられる 、年長 方が焼香台の前に立ち、香五本を灯す。親方が元の座に戻ると、他の参加者は四つ御拝、三十三拝、立居之九拝を行う。（シ）次に、御取次親雲上から御火鉢之御前へ焼香をする御拝の勤めが伝えられると 最前の様に年長の親方が焼香台の前に立ち、御香五本を灯して焼香すると 他の参加者は四つ御拝 三十三 、立居之九拝を行う。（ス）やがて、神女等がクェーナを謡い終えると、三平等之大あむしられ、掟之あむしられ、佐事之
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の雨乞い儀礼の概要を示す。（ツ）国王の名代が午前八時に弁ヶ御嶽に到着すると、大嶽、小嶽、さやは表（ 「斎場御嶽望御祭所」 ）で三平等之大あむしられたのオタカベがあり、それが済んだことを勢頭に伝えると、勢頭は名代と召し付きの親方を 嶽、小嶽、さやは表に案内して 名代、召し付きの親方等は、四つ御拝、三十三拝、立居之九拝をする。その後、雨乞御嶽に出発する時刻が知らされる。（テ）附、大嶽、小嶽、さやは表での三平等之大あむしられのオタカベの時と名代の御拝の時は、神歌が謡われる。（ト）附、御座構と御備は、正月、五月、九月の御参詣、御代参の時と同じである。（ナ）附、名代をはじめ 人数の親雲上までは、黄 巻と朝衣、赤八巻の者は朝衣だけで参加する。（ニ）附、弁ヶ嶽から雨乞嶽までの道筋は 継世門前から崎山嶽の道を使う。（ヌ）名代が雨乞嶽に到着する 、王子衆 按司衆 三司官、三司官座敷、親方部等が御嶽の前 迎え一礼する。附、この時は、王子衆以下親雲上までは黄八巻と朝衣、赤八巻の者は朝衣だけで参加する。（ネ）名代が桟敷に着座すると、他の者も一礼して着座する。（ノ）三平等之大あむしられがオタカベをし、それが済んだことを勢頭が名代に伝え、勢頭は名代
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に御拝の案内をする。御拝人数の御拝が終わると、大あむしられによって水桶から竹の葉による水掛け儀礼があり終了する。（ハ）附、御拝の次第は、弁ヶ嶽と同じである。（ヒ）附、三平等之大あむしられによるオタカベ、名代をはじめとする御拝人数の御拝と水掛け儀礼までは、神歌が謡われる。（フ）それが済むと、名代から吟味役までは桟敷に着座し御酒・御茶が下され 。座敷以下の者は御通が下される。（ヘ）附、御酒と御茶が下される際も、神歌が謡われる。（ホ）附、王子衆、按司衆にお酒 御茶が下される時 当が給仕する。三司官以下、吟味役までに御酒、御茶が下される時は里之子たが給仕する。小赤頭座敷以下、勢頭座敷までには覆輪の杯で、黄冠以下は錫足の杯で、里之子たの給仕で大通を（マ）雨乞嶽での儀式が終わり 名代が御城に帰 は王子衆以下は、名代を迎えた時と同様の礼儀をする。附、名代を送る礼儀が終わると 御城、そのひゃぶ嶽、聞得大君 殿での儀式 参加しない者は帰宅する。（ミ） 名代は継世門から美福門を通って登城し、 下庫裡当が取り次いで弁ヶ嶽 雨乞嶽 の儀式が終わった首尾を報告する。附、この時は、引鞭と羽御鑓は美福門の外まで、勢頭、筑登之たは廊下の前まで
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は御城の儀式、聞得大君御殿の儀式、魚小堀での儀式に参加する者に分かれる（弁ヶ嶽と雨乞嶽の儀式だけに参加する者もいる） このことから、それらの儀礼は並行して行われると推測される。ただし、神女 弁ヶ嶽、雨乞嶽、そのひゃぶ嶽、御城 聞得大君御殿、大 むしられの三殿内の儀式、そのひゃぶ御嶽での一連の儀礼がある。少なくとも 神女は三隊に分かれる三殿内の儀式を除いて、共に行動しているように思われる。つまり 神女達の での儀式が終わらないと聞得大君御 で儀式は始まらな ことから、雨乞嶽の儀式を終えて聞得大君御殿に参加する御拝人数は、神女 城での を終えて聞得大君御殿に来るまで待っているとい になる。こ 点が、前述した通例の雨乞い儀礼と異なることになるのか。通例の雨乞 儀礼では、神女の城内外十四御前の儀礼と御拝人数の御城下庫裡・御庭の儀礼が同時並行で行われ、その後の聞得大君御殿での儀礼は、神女と御城の儀礼に参加していた一部の御拝人数とが合流して行われる 理解されるのであるが、行幸（代 ）が
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ある雨乞い儀礼と異なるかたちになるのかどうか、疑問がないわけではない。つまりは、通例の雨乞い儀礼でも、御城下庫裡、御庭の儀礼に参加する御拝人数と聞得大君御殿の儀礼に参加する御拝人数とは、別であることも考えられ 。今後の課題であ 。それは もかくとして、弁ヶ嶽と雨乞嶽の行幸がある雨乞い儀礼は、大きくは通例の雨乞い儀礼 前に、弁ヶ嶽 雨乞嶽、そのひゃぶ御嶽と魚小堀での儀式等を付け加えたかたちの儀礼であると うことができる。　
弁ヶ嶽の儀礼は、午前十時頃から名代が弁ヶ嶽に到着した時から始まる。大嶽、小嶽、さやは表で
の三平等之大あむしられ等のオタカベの後、名代、召し付きの親方等の御拝がある。神女のオタカベと名代等の御拝の際は、おもろ主取等によって神歌が謡われる。それが終わると雨乞嶽へ赴き、王子衆等の迎えの礼儀の後、三平等之大あむしられ等のオタカベ、名代等 御拝があり 大 むしられ等による水桶から 水掛け儀礼がある。オタカベから御拝 水掛けまで 儀礼 間はおもろ主取等による神歌がある。また、その後、桟敷において御拝人数に御酒が下され が、 の間も神歌が謡われる。　
雨乞嶽での儀礼が終わると、名代と王子衆等との間で礼儀が交わされ御城へ戻る。御拝人数は、御








神女のオタカベやおもろ主取等のオモロは記されていない。これは「雨乞日記」 「雨乞御代参日記」の基本的な性格が、儀典官である当方の日記・公事であることを物語ってい 。雨乞歌は、御 の御
137 琉球王府の雨乞い儀礼
























































































































































るが、大あむしられ等の神女の動きも一定程度、具体的に記してあり貴重である。ただそれにしても、神女が首里城内外の十四箇所の御前（イベ）でどのようなオタカベをしたのか、聞得大君御殿で謡うクェーナ どのようなウタであったのかは、記されていない。そもそも、十四箇所の御前を廻る神女は大あむしられや掟の 、佐事 あむしられの名が「雨乞日記」にはみえるが これだけの神女達だけなのだろうか。聞得大君御殿 儀式 記述に、 あくしたれ（あむしたれと同じか）や首里、真壁、儀保の の名もみえる。これらの神女達も、 部は首里城内外の十四箇所の御前を廻る一団に入っていたのではない いずれにしても、勢頭が謡う雨乞歌 記されていながら、神女のオタカベやクェーナが記されていないことと同様、 御拝人数の男性官人のメンバーは され いるが、儀礼に参加する神女の名は具体的に記されて ない。　「雨乞日記」 「雨乞御代参日記」 はそのように神女の記載に制約があるが、 『琉球国由来記』 巻五─
35（前


























































にあることによる。ただし、正確にいえば、 『琉球国由来記』は根神あむしられが雨乞嶽の儀礼に首里大あむしられと共に参加しているように解されるが、 『女官御双紙』は根神あむしられが首里殿内に参上して、首里大あむしられと共にオタカベをするという記事である。 は、雨乞嶽の儀礼に参加したのかどうか。この記事が、聞得大君御殿の雨乞い儀礼が終わった後、大あむしられがそれぞれの三殿内に赴いて儀礼を行う場面を示しているのなら、その時点で根神あむしられが首里殿内に参上して雨乞い儀礼に参加していると理解される。 『琉球国由来記』と『女官御双紙』が記すところは、一致する か、しないのか。神女達の動きは、男性官人 動き以上に分かりにくい。　
少し細かいところに拘れば、聞得大君御殿の御庭での水掛けの際に、首里、儀保大あむしられは西

























































































































































































































































































































































































































































御イベツレル御イベ」 （ 『琉球国由来記』巻十 ） 。 「雨粒天次」は、アマツヅを漢字で「雨粒」 「天次」と表記したものか。 「粒」は「チィジ」 、 「頂」 「頂上」も「チィジ である（ 『沖縄語辞典』
）11
（） 。 『女官御

























































われ」 （輝かせ給え）があり、 それとの関連を想定 か。しかし、 「きやがしよわれ」は動詞〈き
152
やがす〉 、 「いきやかせ」は〈いきやかす〉という動詞が、 それぞれ想定される。 『おもろさうし
　
辞典・





































このオモロ 玉城天次嶽で謡わ た のオモロということになる。しかし、このオモロは王城や弁ヶ嶽・雨乞嶽で謡われたオモロのひとつとは考えられな か。　
最初に紹介した「雨乞の時おもろ」第二十二─一五四六（重複、第七─三九一）が、王城や弁ヶ嶽・











とを意味する。ひとつは、神女からおもろ主取への歌唱主体が移った変化、それと謡われるオモロの内容が儀礼の場から乖離したという変容である。〈まとめ〉　『球陽』や『琉球国由来記』の雨乞い記事、さらに尚家文書「雨乞日記」 「雨乞御代参日記」の記述を重ねていくと、ある程度具体的な琉球王府の雨乞い儀礼の骨格が見えてくる。そして、そこで謡われた神歌の場面も窺えるが、以上述べたように第二十二に記された二首のオモロがその神歌とするならば、オモロは大き 変容しておもろ主取等によって謡われたということ 想定され れにしても、神女は聞得大君御殿（また、三殿内）でクェーナを謡うだけで、オタカベをすることに 役割を限定しているように思える。しか 、第二十二─一五四六（重複、七─三九一第）は、本来は神女が謡ったオモロだと思われる。第一─一九（ 三─一三七）の存在は、かつて神女がオタカベだけを担う存在ではなく、オモロを謡っていたことを物語る例になるのではないか。第七─三八六は、七─三九一と組み合わされるようにして、神女の雨乞いオモロを受けて、歌唱者の予祝的な言祝ぎを謡うオモロであった可能性があ 。いずれにし 、それはある時期から男性 へオモロの担い手占有的に移った いうことで が、そ 神女側 オモロの主要な担い手が君々であっ 問題と連動していたということか。つまりは、 『羽地仕置』等による君々の衰退と担い手を失 オモ
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2） 『球陽』の叙述のあり方の一端は、拙論「 『球陽』の叙述─「順治康煕王命書文（ 『古事集』 ）から─」 （ 『日本文学の展望を拓く』笠間書院 二○一七年所収）に記した。
（





原文編』 （角川書店、一九七四年） 。なお、６０１に対応する「阿姓家譜（前川家） 」 「八
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5） 『球陽』尚敬王十六年（一七二八） 「始めて人、金城・寒水川・雨乞嶽下の墓に葬ることを禁ず」８４３も、王府が雨乞い儀礼をする御嶽である雨乞嶽から「葬する所の屍骸」を遠ざけて、雨乞い儀礼をする環境を整備しようとしたことが窺え 記事 はないか。
　
（
6） 『球陽』の叙述と大きく異なるのは、 「驚懼」するのは「王」ではなく「群黎」 （万民）になっていることである。『球陽』には主体者である国王の存在を取り除く叙述の姿勢が多くみられる（注２参照） 。
（
7） 







































録としては「日記」と「御双紙」の二つがあり、 第四八○号については本来「下庫裡雨乞御双紙」 （仮称）だったのではないかと、推測している。なお、以下に引く「雨乞日記」 「雨乞御代参日記」は山里の報告を参考にするが、法政大学沖縄文化 所所蔵（マイクロフィルム）の尚家文書を利用している。
（
11） 








































拙論「 『おもろさうし』の構成」 （ 『おもろさうし研究』角川文化振興財団 二○一七年所収） 。
（
19） 

























































伊従勉は既に「稲の穂祭之時おもろ」 「稲の大祭時おもろ」にふれ、 この二祭でおもろ主取等が謡うオモロは、「いわばバックコーラスに過ぎない」と指摘している（ 「琉球祭祀にみる虚構と現実」 『国際沖縄研究』創刊号、琉球大学国際沖縄研究所、二○一○年） 。
　
